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　先般、第307回理事会において理事長に承認されました水

野仁でございます。

　皆様には、清々しい新春をお迎えのこととお慶び申し上げ

ますとともに、奈良県労福協の諸活動へのご支援・ご協力に

心より感謝申し上げます。

　さて、１月１日に発生した最大震度７の能登半島地震により、

被災されお亡くなりになられた方々に対しまして衷心よりご

冥福をお祈りいたしますとともに、寒さと余震が続く中、避難

生活をおくられている方々にも心からお見舞い申し上げま

す。報道で知る限りですが、現地では個々人からの支援について、混乱の中、受け入れできな

い状況であり、東日本大震災と同様に今後は息の長い支援が必要になります。「支えあい、助け

合う地域社会づくり」に取り組む労福協としましても皆様とともに被災地の復旧・復興に取り

組んでまいりたいと考えます。

　その節には、皆様のご支援、ご協力を宜しくお願い申し上げます。

　加えて、昨年、新型コロナウイルス感染症は法上の位置づけが５類に引き下げられ、現在、ポ

ストコロナ社会への移行が進んでいます。貧困や格差を拡大させたコロナ禍の影響により、未

だ多くの生活者が困難を抱えながら生活を送っています。さらに、急激な物価上昇が、今、私た

ちの家計や暮らしを直撃しており、日々の生活や将来への不安がより深刻さを増しています。

　こうした時こそ、私たちは「共助」「公助」の充実と勤労者福祉の向上に向けた自主福祉運動

をより積極的に推進し、誰一人取り残されない社会、包摂的で持続可能な社会を実現させな

ければなりません。まさに今、労福協の真価が問われています。奈良県労福協としましても、連

帯・協同でつくる安心・共生の福祉社会の実現に向け、「すべての働く人の幸せと豊かさをめ

ざして、連帯・協同で安心・共生の福祉社会をつくろう」のスローガンのもと労福協活動の推進

に努めてまいります。本年も奈良県労福協に対しますより一層のご支援をお願いするととも

に、新しい年が皆様にとって幸多き年でありますよう心からご祈念申し上げ、年頭のご挨拶と

いたします。

「自主福祉運動で“共助の輪”を広げ安心・共生の福祉社会を実現させよう！」

奈良県労働者福祉協議会
代表理事　水野　仁

能登半島地震の被災状況を重く受け止め、被災

者支援や被災地復旧のために、奈良県労働者福

祉協議会は以下の口座で緊急カンパの受付を実

施します。

お預かりしたカンパ金については、赤い羽根共同

募金を通じて被災地へ寄付いたします。

金融機関　　　近畿労働金庫

支店　　　　　奈良支店

種目　　　　　普通預金

口座番号　　　8622100

口座名義　　　奈良県労働者福祉協議会　代表理事　水野　仁

　　　　　　（ナラケンロウドウシャフクシキョウギカイ　ダイヒョウリジ　ミズノ　ヒトシ）

カンパのお願い
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　2023年度会員集会を下記の日程で開催します。主な内容は、今年度の経過報告、来年度事業に向け
た基本的考え方です。多くの会員の方々の参加と議論の豊富化により、会員集会を成功させましょう！

日　時　5月31日（金）　14時から16時30分
場　所　エルトピア奈良三階大会議室　

1）2024年度新規事業について
ア.事業団体の拡充を図る
　　①生活協同組合　　②農協　　③勤労者福
祉サービスセンター（奈良市総合財団）
イ．収益事業の実施
　生協連や農協組織などと連携し、各種物販の案内と収益を確保
ウ.勤労者の福祉の向上を目的とする事業（公益目的事業1）
　現在退職準備セミナーに加え、新たな研修会の実施
エ．障がい者に対する就労支援事業（公益目的事業3）
　自動車運転免許証取得の促進に向けた学科試験講座の開設　
オ．会員に対する福祉事業及び地区労福協への助成事業（その他事業1）
　チャリティーコンペ開催に向けて検討する。

　連合奈良総会により、一部役員に変更が生じました。第20回評議委員会で承認され、第307回理事会
で確認しました。詳細は、次ページを参照してください。

　6年間大変お世話になりました。
　今年の元日に能登大地震が発生し多くの命が失われました。お亡くなりに
なった方々に心からご冥福をお祈りし、被災された皆様に心からお見舞い申
し上げます。９５年に発生した阪神淡路大震災から２９年を迎えましたが、その
間にも大震災や豪雨など大規模な自然災害が多数発生しました。２０年から
は新型コロナウィルス感染拡大により３年以上にわたり人類が命と向き合っ
てきました。

　災害が起きると、被災者優先は当然ながら、人命救助、食料確保、インフラ確認、避難所開設、被災状
況確認などをはじめ、日夜を問わず働き続けている多くの人の存在があります。どんなに科学技術が進
歩しても、人を支えるのは人であることを忘れてはならないと思っています。　そんな中で、私たち労働
者福祉事業団体として働く人のために何ができるのかを今後も考え続けたいと思います。奈良県労福協
にかかわってくださったすべての皆様、本当にありがとうございました。

2023年度会員集会の開催に向けて

新役員体制

退任挨拶

日程

2024年度方針策定に向けた基本的考え方
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